
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　潮の干満がある感潮河川（１）の泥質および水質改善方法であって、
　底泥および水中のリンを不溶化・固定化しかつ透水性のよい改質材料（２１）を 該改
質材料（２１）と底泥との間の水の流れを阻害しない容器である泥質・水質改善筒（１０
）に充填し、
　該泥質・水質改善筒（１０）を 感潮河川（１）の河床に

埋設
　

する、ことを特徴とする感潮河川の泥質および水質改善方法。
【請求項２】
　前記改質材料（２１）が礫などの固形粒体である、ことを特徴とする 記載の感
潮河川の泥質および水質改善方法。
【請求項３】
　前記改質材料（２１）がアルカリ性固形粒体である、ことを特徴とする 記載の
感潮河川の泥質および水質改善方法。
【請求項４】
　前記改質材料（２１）は、石炭灰を主材料に加水混合して造粒方法により粒状にした石
炭灰材料である、ことを特徴とする 記載の感潮河川の泥質および水質改善方法。
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、

、その上面が前記 溜まった泥土
の表面付近となるように該河床に複数個 し、

前記感潮河川（１）の潮汐により、溶存酸素を含んだ河川水を、前記泥質・水質改善筒
（１０）内を通過させ、干潮時には該泥質・水質改善筒（１０）を介して底泥に酸素を供
給
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